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1.「内陸基地」 建設から始まった氷床観測
南極大陸の雪氷層から雪氷コア （棒状の
雪柱） を採り出そうという計画は 1966年の
アメリカ隊によるグリーンランド氷床での氷
床底までの掘削成功のニュースに接し．驚
愕に近い刺激を受けたことから始まった．
1387 mの氷床底から抜き取られた氷床全層
コアに十数万年に及ぶ， 最新氷期～後氷期
の気候変動記録が残されていたのである．
わが国の南極雪氷研究の方向に大きな影響
を与えたことは論を待たない．
南極大陸でのわが国の雪氷研究の主要な
舞台は， 昭和基地 （69°29′S， 39°35′E） 南方に
広がる 「みずほ高原」 である．この地域は当
時地球上に残された最後の 「地図の空白域」 
であり， 「地球科学」 の未知領域であった．
「国際地球観測年 （IGY）」 に参加し， わ

が国の南極観測が始まったのは 1957年， い
わゆる 「宗谷の時代」 （観測船 「宗谷」 が使
われた第 1～ 6次南極地域観測隊） は IGY
対応の基地観測のほか， 内陸域の探検が行
われた時代であった．内陸旅行資材 （雪上
車， 燃料） に乏しい時代であったが， 「やまと
山脈」 地学探査， 3000 m高地への予察旅行
などが行われた．
日本隊による最初の組織的な南極雪氷観
測計画は， 1968年から 1975年にかけて実施
された「エンダービランド―みずほ高原計画」 
である．この計画中にわが国最初の内陸基
地 「みずほ基地」 （1970） が作られた．その
目的の一つは最初の氷床掘削を試みること
であった．こうした本格的内陸観測， 調査の
始まりには 「宗谷時代」 の内陸探検の総決算
として行われた 「昭和基地―南極点旅行」 
（1968-69年） が大きな礎となっている．新
たな南極観測船 「ふじ」 の就航によって， 内
陸旅行資材の輸送が可能となり， 数年の準
備の後， 第 9次越冬隊によって実現した．
第 I期の雪氷観測計画 （1968-75） では， 

やまと山脈 （35°E） からサンダーコック・ヌ
ナタークス （52°E） に至る経度範囲， また南
緯 77度の奥地までの地域を観測対象とし， 
氷床地形， 年間積雪量， 年平均気温， 氷厚， 

氷床流動などの観測が行なわれた．引き続
く第 II期の雪氷観測計画は 「東ドローニン
グモードランド計画」 と称し， 1982年から
1986年にかけて行なわれた．この計画では， 
みずほ基地で 700 m深， 過去一万年間の積
雪層コアの掘削に成功した他， 内陸観測域
をさらに拡大した．南緯 77度付近に存在が
予想された氷床ドームの一つの頂上域の探
査を行い， 標高 3810 mのドーム頂上が南緯
77°22′， 東経 39°37′にあることを発見し， 
ドーム F （ふじ） と名付けられた．こうした
内陸探査の結果， 昭和基地南方の沿岸から
ドームふじに至る内陸域の地形， 氷床基盤
地形のおおよそが明らかとなり， 「みずほ高
原」 と呼ばれるようになった．
東南極大陸みずほ高原における第 I～ II

期の雪氷観測計画によって 「白瀬およびラグ
ンヒルド氷床流域」 の地形， 気候， 氷床の動
力学的状態， 氷床の質量収支や堆積機構の
地域特性などについての基礎的情報が蓄積
された．
その後に行われた 「深層氷床コア研究」 
の基礎的雪氷情報が蓄積された．いくつか
の例を上げると， 1） みずほ高原の涵養機構
の解明：南極氷床上の堆積過程 （表面涵養） 
は接地大気層が作り出す斜面下降風とそれ
を営力とする削剥， 堆積によって生じる雪面
形成で， 大気―雪面相互作用である．斜面
下降風の流下経路， 強さは標高， 地形によっ
て地域的特性が生じ， その氷床上の状態は
表面涵養量に反映する．氷床涵養の特性と
してカタバ斜面域では数年から数十年に及
ぶ堆積中断現象が普遍的に生じ， 氷床コア
研究の観点から見ると長期の堆積中断現象 
（hiatus） は堆積年代復元にとって必須情報と
なる．たとえば， みずほ基地で掘削された， 
ほぼ後氷期全期の堆積に相当する 700 m深
コアでは最大 50％の hiatus期が推定され， 
堆積期間の半分は堆積が生じなかったこと
になる．2） 「みずほ高原」 全域の表面積雪
層の同位体組成， 各種化学成分， 微粒子成
分等の分布が詳細に調べられ， その地域分
布， 季節・経年変動が明らかにされた．こ
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れらは降雪およびエアロゾルの降下量の変
動を反映している．こうした情報は， 深層氷
床コアから気候変動， 環境変動を解析する
ための年代決定， 気候復元に必須の基礎資
料となる．
またこれらの観測対象流域の最源流であ

る 「ドームふじ」 付近の氷の厚さは 2800～
3000 m， 10 m深雪温から推定される年平均
気温は‒58℃， 予想される年最低気温は
‒90℃， トリチウム濃度が示す 1963年層か
ら推定される年降水量は 32 mmであること
が明らかにされた．

2.ドームふじ基地での深層氷床掘削
「みずほ高原」 における第三期の観測計

画は氷床ドーム頂上での深層掘削の実施で
あった．「ドームふじ」 は沿岸から 1000 km
の奥地にあり， 基地建設資材輸送には雪上
車で片道約 1ヶ月を要し， 必要物資輸送に
数年を要した．
ドーム頂上では水平方向からの氷の移流
はなく， 鉛直方向の氷の沈降だけが起こるの
で， “その場所” で堆積した積雪層のみを取
り出すことができる．
ドームふじ計画の目的は 「白瀬氷河流域」

（南極氷床の単元流域， 独立した質量収支
系の一つ） の質量収支や氷床の流動状態を
明らかにするとともに， 1） 氷期―間氷期の 2
サイクルを含む過去数十万年間の気候およ
び環境変動の解明， 2） 気候変動に伴う氷床
のふる舞いと氷床規模の変動の解明， さら
には北極域氷床コア情報との対比による地
球規模気候変動メカニズムの解明であり， 
結果として 2500 m深までの深層氷床コアが
取り出され， 34万年間の地球気候， 環境復
元資料が得られた． 観測は現在も続けられ
ている．



日本地球惑星科学連合ニュースレター Vol.15, No.4

発行日：2019 年 11 月 1 日
発行所：公益社団法人日本地球惑星科学連合
  〒 113-0032 東京都文京区弥生 2-4-16
  学会センタービル 4 階
   Tel 03-6914-2080　Fax 03-6914-2088　
  Email office@jpgu.org
  URL http://www.jpgu.org/

日本地球惑星科学連合ニュースレター

編 集 者：広報普及委員会
　　　　　編集責任　田近 英一
　　　　　編集幹事　橘 省吾
デザイン：（株）スタジオエル
    http://www.studio-net.co.jp/

印 刷 所：秋田活版印刷株式会社

I N FORMAT ION

JGL, Vol. 15, No. 4, 2019

16

貴社の新製品・最新情報を JGL
に掲載しませんか？

JGLでは，地球惑星科学コミュニティへ新
製品や最新情報等をアピールしたいとお考
えの広告主様を広く募集しております．本
誌は，地球惑星科学に関連した大学や研究
機関の研究者・学生に無料で配布しており
ますので，そうした読者を対象とした PRに
最適です．発行は年 4回，発行部数は約 3
万部です．広告料は格安で，広告原稿の作
成も編集部でご相談にのります．どうぞお
気軽にお問い合わせ下さい．詳細は，以下
の URLをご参照下さい． 
　http://www.jpgu.org/publication/ad.html

【お問い合わせ】
JGL広告担当　宮本英昭
（東京大学 大学院工学系研究科）
　Tel 03-5841-7027
　hm@sys.t.u-tokyo.ac.jp

【お申し込み】
　公益社団法人日本地球惑星科学連合 事務局
　〒 113-0032　東京都文京区弥生 2-4-16
　学会センタービル 4階
　Tel 03-6914-2080
　Fax 03-6914-2088
　office@jpgu.org

個人会員登録のお願い
このニュースレターは，個人会員登録さ
れた方に送付します．登録されていない
方は，http://www.jpgu.org/にてぜひ個人
会員登録をお願いします．どなたでも登
録できます．すでに登録されている方も，
連絡先住所等の確認をお願いします．

表紙画像：沖縄島 （GSJ， AIST， 20万分の 1日本シームレス地質図）．
南部は泥岩と石灰岩からなり， 首里城跡や斎場御嶽で不整合を観察できる．


